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(54) Title: DISPLAY DEVICE

(54) 発明の名称 ：表示装置

50 Memory
52 Correction unit
53 Computation unit< 54 Storage unit

(57) Abstract: The oojective of the present invention i s to provide a display device that can suppress the occurrence of crosstalk.
The display device (10) i s provided with a display unit and an separation unit (34). The display unit divides a plurality of different
images, and displays a synthesized image formed by arranging the divided images in a predetermined order. The separation unit (34)
separates a plurality of images contained in the synthesized image. The display unit i s provided with a storage unit (54) and a correc -
tion unit (52). The storage unit (54) stores the crosstalk level set for each combination of gradient data containing gradient data of
pixels that display, fi m among the plurality of images contained in the synthesized image, an image that a viewer i s supposed to
see, and gradient data of pixels that are the cause of crosstalk. The correction unit (z>2) uses the crosstalk level read fiOm the storage
unit (54) to correct the gradient data of the pixels displaying the image that the viewer i s supposed to see.

(57) 要約:
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明 細 書

発明の名称 ：表示装置

技術分野

[0001 ] 本発明は、表示装置に関する。

背景技術

[0002] 近年、表示パネル と、視差バ リアとを備える表示装置が提案されている （

例えば、国際公開第 2 0 0 7 / 3 2 1 3 2 号、特開 2 0 0 4 — 3 1 2 7 8 0

号公報参照）。表示パネルは、合成画像 を表示する。合成画像は、互いに異

なる複数の画像 をそれぞれ分割 し、 これ らの分割画像 を所定の順番に並べる

ことで形成 される。視差バ リアは、合成画像 に含 まれる複数の画像 を互いに

異なる方向か ら見 られるように分離する。 このような表示装置は、例えば、

デジタルカメラの立体デ ィスプレイや、車載用のデュアル ビユ一表示装置等

と して実用化されている。

[0003] しか しなが ら、 このような表示装置においては、観察者が複数の画像の何

れか 1 つを見る際に他の画像 も見えて しまう現象 （クロス トーク）が発生す

ることがある。そのため、本来観察者が見るべ き画像が見え難 くなつて しま

うという問題がある。

発明の開示

[0004] 本発明の目的は、 クロス トークの発生を抑えることができる、表示装置を

提供することにある。

[0005] 本発明の表示装置は、互いに異なる複数の画像 をそれぞれ分割 し、 これ ら

の分割画像 を所定の順番に並べることで形成 された合成画像 を表示する表示

部 と、前記合成画像 に含 まれる前記複数の画像 を分離する分離部 とを備え、

前記表示部は、前記合成画像 に含 まれる前記複数の画像のうち、観察者が本

来見るべ き画像 を表示する画素の階調データと、 クロス トークの要因になる

画素の階調データとを含む階調データの組み合わせ ごとに設定されたクロス

卜一クレベルを格納する格納部 と、前記格納部 に格納 されている前記 クロス



卜一クレベルを用いて、観察者が本来見るべき画像を表示する画素の階調デ

—タを補正する補正部とを備える。

[0006] 本発明の表示装置によれば、クロストークの発生を抑えることができる。

図面の簡単な説明

[0007] [ 図1]図 1は、本発明の実施形態としての表示装置の概略構成の一例を示す模

式図である。

[図2]図2 は、表示部の概略構成の一例を示すプロック図である。

[図3]図3 は、表示制御部の概略構成の一例を示すプロック図である。

[図4]図4 は、クロストークの要因になる画素を説明するための模式図である

[図5]図 5 は、階調データの組み合わせとクロス卜一クレベルとの関係の一例

を示すテ一プルである。

[図6]図6 は、表示制御部の概略構成の他の一例を示すプロック図である。

[図7]図 7 は、生成部の概略構成の他の一例を示すプロック図である。

[図8]図8 は、表示領域を示す模式図である。

[図9]図9 は、表示制御部の概略構成の他の一例を示すプロック図である。

[図10]図 1 0 は、表示制御部の概略構成の他の一例を示すプロック図である

[図11]図 1 1は、表示装置の概略構成の他の一例を示す模式図である。

[図12]図 1 2 は、表示装置の概略構成の他の一例を示す模式図である。

[図13]図 1 3 は、表示装置の概略構成の他の一例を示す模式図である。

発明を実施するための形態
[0008] 本発明の一実施形態に係る表示装置は、互いに異なる複数の画像をそれぞ

れ分割し、これらの分割画像を所定の順番に並べることで形成された合成画

像を表示する表示部と、前記合成画像に含まれる前記複数の画像を分離する

分離部とを備え、前記表示部は、前記合成画像に含まれる前記複数の画像の

うち、観察者が本来見るべき画像を表示する画素の階調データと、クロス卜

—クの要因になる画素の階調デ一タとを含む階調デ一タの組み合わせごとに



設定 された クロス 卜一 ク レベル を格納 する格納部 と、前記格納部 に格納 され

ている前記 クロス トー ク レベル を用いて、観察者 が本来見 るべ き画像 を表示

する画素の階調データを補正する補正部 とを備 える （第 1 の構成）。

[0009] 第 1 の構成 においては、観察者 が本来見 るべ き画像 を表示する画素の階調

データと、 クロス トー クの要因になる画素の階調データの組み合わせ ごとに

クロス 卜一 ク レベルが設定 されている。 その結果、適正な クロス 卜一 ク補正

をすることがで きる。

[001 0] 第 2 の構成 は、前記第 1 の構成 において、前記表示部 は、 クロス トー クの

要因になる画素の階調データを、観察者 が本来見 るべ き画像 を表示する画素

に隣接 する画素の階調データに基づいて演算する演算部 を備 える。第 2 の構

成 においては、 クロス トー クの要因になる画素の階調データを適正な値 にす

ることがで きる。 その結果、適正な クロス 卜一 ク補正 をすることがで きる。

[001 1] 第 3 の構成 は、前記第 1 又 は第 2 の構成 において、前記補正部 が、式 （1

) によ り、観察者 が本来見 るべ き画像 を表示する画素の階調データを補正す

る。

I o = x + ( C + ) X ( I M - I X - I Y - ) / ( I M + ) ( )

I X ：観察者 が本来見 るべ き画像 を表示する画素の階調データ

I γ ：クロス トー クの要因になる画素の階調データ

M ：観察者 が本来見 るべ き画像 を表示する画素の階調データの最大値

C ：クロス 卜一 ク レベル

I 0 ：補正後 の画素の階調データ

[001 2] 第 4 の構成 は、前記第 1 〜第 3 の構成 の何れか 1 つにおいて、前記表示部

は、前記階調データの組み合わせ に対応する前記 クロス トー ク レベルが前記

格納部 に格納 されているかを判断する判断部 と、前記階調データの組み合わ

せ に対応する前記 クロス トー ク レベルが前記格納部 に格納 されていない と前

記判断部 が判断 した場合 に、前記格納部 に格納 されている前記階調データの

組み合わせ に対応する前記 クロス 卜一 ク レベル を参照 して、前記 クロス 卜一

ク レベル を生成 する生成部 とを含む。第 4 の構成 においては、全ての階調デ



—夕の組み合わせに対応するクロス 卜一クレベルが格納部に格納されていな

くてもよい。その結果、格納部が格納するクロス 卜一クレベルの数を少なく

することができる。

[001 3] 第 5 の構成は、前記第 4 の構成において、前記生成部は、前記格納部に格

納されている前記階調データの組み合わせのうち、前記判断部が判断 した前

記階調データの組み合わせに最も近い前記階調データの組み合わせを選択す

る選択部と、前記選択部が選択 した前記階調データの組み合わせに対応する

前記クロス トークレベルを、前記判断部が判断 した前記階調データの組み合

わせに対応する前記クロス 卜一クレベルに設定する設定部とを備える。第 5

の構成においては、全ての階調データの組み合わせに対応するクロス 卜一ク

レベルが格納部に格納されていなくてもよい。その結果、格納部が格納する

クロス 卜一クレベルの数を少なくすることができる。

[0014] 第 6 の構成は、前記第 4 の構成において、前記生成部は、前記格納部に格

納されている前記階調データの組み合わせのうち、前記判断部が判断 した前

記階調データの組み合わせに近い前記階調データの組み合わせを複数選択す

る選択部と、前記選択部が選択 した前記階調データの組み合わせに対応する

前記クロス 卜一クレベルを用いて算出した値を、前記判断部が判断 した前記

階調データの組み合わせに対応する前記クロス トークレベルに設定する設定

部とを備える。第 6 の構成においては、全ての階調データの組み合わせに対

応するクロス 卜一クレベルが格納部に格納されていなくてもよい。その結果

、格納部が格納するクロス 卜一クレベルの数を少なくすることができる。

[001 5] 第 7 の構成は、前記第 1 〜第 6 の構成の何れか 1 つにおいて、前記表示部

は、前記合成画像を表示する表示パネルと、観察者が本来見るべき画像を表

示する画素が、前記表示パネルに形成された複数の領域の何れに存在するか

を確認する確認部とをさらに備え、前記複数の領域のそれぞれに対応 して、

前記階調データの組み合わせに対応する前記クロス トークレベルを有するテ

—プルが設けられており、前記格納部は、複数の前記テ一プルを格納 し、前

記補正部は、前記複数の領域のうち、観察者が本来見るべき画像を表示する



画素が存在すると前記確認部が確認 した領域に対応する前記テーブルから選

択 した前記クロス トークレベルを用いて、観察者が本来見るべき画像を表示

する画素の階調データを補正する。第 7 の構成においては、より適正なクロ

ス 卜一ク補正をすることができる。

[001 6] 第 8 の構成は、前記第 1 〜第 7 の構成の何れか 1 つにおいて、前記クロス

トークレベルには、観察者が本来第 1 方向から見るべき画像を表示する画素

の階調データを補正するときに用いられる第 1 クロス 卜一クレベルと、観察

者が本来第 2 方向から見るべき画像を表示する画素の階調データを補正する

ときに用いられる第 2 クロス 卜一クレベルとがある。第 8 の構成においては

、より適正なクロス 卜一ク補正をすることができる。ここで、観察者が本来

第 1 方向から見るべき画像とは、例えば、 3 D表示において、観察者が左眼

で見るべき画像である。観察者が本来第 2 方向から見るべき画像とは、例え

ば、 3 D表示において、観察者が右眼で見るべき画像である。

[001 7] 第 9 の構成は、前記第 1 〜第 8 の構成の何れか 1 つにおいて、前記表示部

は、前記階調データを所定ビッ 卜のデータに変換する変換部をさらに備え、

前記変換部が変換 したデータを用いて、前記補正部が前記階調データを補正

する。第 9 の構成においては、階調データが、階調値ではなく、例えば、電

圧値、輝度値等であっても、階調データを補正することが容易になる。

[001 8] 第 1 0 の構成は、前記第 1 〜第 9 の構成の何れか 1 つにおいて、前記分離

部が、前記合成画像に含まれる前記複数の画像を互いに異なる方向から見ら

れるように分離する視差バ リァである。

[001 9] 第 1 1 の構成は、前記第 1 〜第 9 の構成の何れか 1 つにおいて、前記分離

部が、前記合成画像に含まれる前記複数の画像を互いに異なる方向から見ら

れるように分離するレンチキユラ一レンズである。

[0020] 第 1 2 の構成は、前記第 1 〜第 9 の構成の何れか 1 つにおいて、前記分離

部が、前記合成画像に含まれる前記複数の画像を互いに異なる方向から見ら

れるように分離する液晶 レンズである。

[0021 ] 第 1 3 の構成は、前記第 1 〜第 9 の構成の何れか 1 つにおいて、前記分離



部が、前記合成画像に含まれる前記複数の画像を互いに異なる方向から見ら

れるように分離する部分位相差板である。

[0022] 以下、本発明のより具体的な実施形態について、その一例を表 した図面を

参照 しながら説明する。なお、以下で参照する各図は、説明の便宜上、本発

明の実施形態の構成部材のうち、本発明を説明するために必要な主要部材の

みを簡略化 して示 したものである。従って、本発明に係る表示装置は、本明

細書が参照する各図に示されていない任意の構成部材を備え得る。また、各

図中の部材の寸法は、実際の構成部材の寸法および各部材の寸法比率等を忠

実に表 したものではない。

[0023] [ 実施形態]

図 1 には、本発明の実施形態としての表示装置 1 0 が示されている。表示

装置 1 0 は、表示パネル 1 2 と、 部 1 4 と、 クライ 1 6 とを備

えている。

[0024] 表示パネル 1 2 は、液晶パネルである。表示パネル 1 2 は、アクティブマ

卜リクス基板 1 8 と、対向基板 2 0 と、これらの基板 1 8 ，2 0 の間に封入

された液晶層 2 2 とを備えている。アクティブマ トリクス基板 1 8 は、複数

の画素電極 （図示せず）を有する。複数の画素電極は、マ トリクス状に配置

されている。対向基板 2 0 は、共通電極 （図示せず）を有する。

[0025] 表示パネル 1 2 は、表示領域 1 3 (図 2 参照）を有する。表示領域 1 3 に

は、複数の画素がマ トリクス状に配置されている。画素は、画素電極を含ん

で形成されている。

[0026] 図 1 に示す例では、右眼用画像を表示する画素 Rの列と、左眼用画像を表

示する画素 L の列とが、交互に配置されている。即ち、図 1 に示す例では、

右眼用画像と左眼用画像が、それぞれ、画素列毎に （ス トライプ状に）分割

される。これらス トライプ状に分割された右眼用画像と左眼用画像とを交互

に並べた合成画像が表示パネル 1 2 に表示される。

[0027] なお、図示はしていないが、アクティブマ トリクス基板 1 8 と対向基板 2

0 の何れか一方には、カラ一フィルタ層が形成されている。これにより、各



画素に色特性が付与される。

[0028] 表示パネル 1 2 の厚さ方向一方側には、バ ックライ 卜1 6 が配置されてい

る。 クライ 卜1 6 は、光源 2 4 と、反射部 2 6 とを備える。

[0029] クライ 卜1 6 では、光源 2 4 か ら照射された光が、反射部 2 6 によつ

て反射される。その結果、表示パネル 1 2 に光が照射される。

[0030] なお、バ ックライ 卜1 6 は、図 1 に示すエッジライ 卜型の他、例えば、直

下型、平面光源型等であってもよい。 また、光源 2 4 は、例えば、冷陰極管

、発光ダイオー ド等であってもよい。

[0031 ] 表示パネル 1 2 の厚さ方向他方側には、バ リア部 1 4 が配置されている。

なお、バ リア部 1 4 は、遮光/ 透光 （バ ックライ 卜1 6 か らの照射光の分離

) を行 うために配置されるものであ り、表示パネル 1 2 の厚さ方向他方側に

配置されている必要はない。例えば、表示パネル 1 2 とバ ックライ 卜1 6 と

の間に配置されていてもよい。

[0032] バ リア部 1 4 は、基板 2 8 を備える。基板 2 8 は、例えば、ガラス基板等

である。

[0033] リァ部 1 4 は、複数の遮光層 3 0 を更に備える。遮光層 3 0 は、例えば

、黒色顔料を含む感光性樹脂等である。

[0034] 複数の遮光層 3 0 は、表示パネル 1 2 が有する画素 R， L の列に対応 して

、ス トライプ状に形成されている。換言すれば、 部 1 4 には、隣 り合

う 2 つの遮光層 3 0 ， 3 0 の間において、透光ス リッ ト3 2 が形成されてい

る。即ち、バ リア部 1 4 は、遮光層 3 0 と、透光ス リッ ト3 2 とが交互に並

ぶ分離部 としての視差バ リア 3 4 を有 している。

[0035] 各遮光層 3 0 は、バ ックライ 卜1 6 か ら照射され、表示パネル 1 2 を透過

した光の一部を遮光する。 これにより、右眼用画像を表示する画素 R の列に

ついては、観察者の右眼で観察できるが、観察者の左眼では観察できないよ

うになる。 また、左眼用画像を表示する画素 L の列については、観察者の左

眼で観察できるが、観察者の右眼では観察できないようになる。その結果、

観察者は、立体画像を見ることができる。



[0036] また、 ノくリア部 1 4 は、樹脂層 3 6 を更に備える。樹脂層 3 6 は、例えば

、紫外線硬化樹脂等である。

[0037] 樹脂層 3 6 は、基板 2 8 上に形成されている。樹脂層 3 6 は、遮光層 3 0

を覆 っている。樹脂層 3 6 は、 ノくリア部 1 4 と表示パネル 1 2 を接着 してい

る。

[0038] なお、本実施形態において、アクテ ィブマ トリクス基板 1 8 側 に配置され

る偏光板 3 8 a は、 アクテ ィブマ トリクス基板 1 8 に貼 り付けられており、

対向基板 2 0 側 に配置される偏光板 3 8 b は、基板 2 8 に貼 り付けられてい

る。

[0039] また、図 2 に示すように、表示装置 1 0 は、表示パネル 1 2 の制御部 とし

て、ゲ一 卜ドライバ 4 0 と、 ソース ドライバ 4 2 と、表示制御部 4 4 とを備

えている。

[0040] ゲ一 卜ドライバ 4 0 には、複数のゲ一 卜線 4 6 が接続されている。 これ ら

複数のゲ一 卜線 4 6 は、それぞれ、スイッチング素子としての薄膜 卜ランジ

スタ （図示せず）のゲ一 卜電極 （図示せず）に接続されている。薄膜 卜ラン

ジスタは、アクテ ィブマ トリクス基板 1 8 上に形成されている。ゲ一 卜線 4

6 は、ゲ一 卜ドライバ 4 0 か ら出力される走査信号を伝送する。ゲ一 卜電極

に入力される走査信号によって、薄膜 トランジスタが駆動制御される。

[0041 ] ソース ドライバ 4 2 には、複数のソース線 4 8 が接続されている。 ソース

線 4 8 は、薄膜 トランジスタのソース電極 （図示せず）に接続されている。

ソー ス線 4 8 は、 ソー ス ドライバ 4 2 か ら出力される表示信号を伝送する。

薄膜 卜ランジス夕の駆動状態下において、薄膜 卜ランジス夕に表示信号が入

力されると、表示信号に応 じた電荷が、薄膜 トランジスタに接続された蓄積

容量 （図示せず）に蓄積される。蓄積容量は、薄膜 トラ ンジス タの ドレイ ン

電極 （図示せず）に接続された画素電極 と、共通電極 と、液晶層 2 2 のうち

これ らの電極の間に位置する部分 とによって実現される。表示信号に応 じた

電荷が蓄積容量に蓄積されることにより、画素の階調が制御される。その結

果、表示パネル 1 2 に画像が表示される。



[0042] 表示制御部 4 4 は、外部から送られてくる表示データと、タイミング信号

とに基づいて、画像表示に必要な各種信号を生成 し、ゲー トドライバ 4 0 及

びソース ドライバ 4 2 に出力する。上述の合成画像は、表示制御部 4 4 にお

いて生成される。

[0043] すなわち、本実施形態では、表示パネル 1 2 と、表示パネル 1 2 の制御部

(ゲ一 卜ドライバ 4 0 、ソース ドライバ 4 2 及び表示制御部 4 4 ) とによつ

て、表示部が実現されている。

[0044] 表示制御部 4 4 は、図 3 に示すように、メモリ5 0 と、補正部 5 2 と、演

算部 5 3 と、格納部 5 4 とを備える。

[0045] メモリ5 0 は、外部から送られてくる表示データを一時的に格納する。図

3 に示す例では、表示制御部 4 4 が有するメモリは 1 つであるが、例えば、

表示制御部 4 4 が有するメモリは 2 つであってもよい。この場合、一方のメ

モリは、左眼用画像を表示するための表示データを一時的に格納する。他方

のメモリは、右眼用画像を表示するための表示データを一時的に格納する。

表示制御部 4 4 は、メモリを有 していなくてもよい。

[0046] 補正部 5 2 は、合成画像に含まれる複数の画像のうち、本来観察者が見る

べき画像を表示する画素の階調データ （本実施形態では、階調値）を補正す

る。これにより、クロス トークの発生が抑えられる。クロス 卜一クは、合成

画像に含まれる複数の画像のうち、本来観察者が見るべき画像以外の画像が

見えて しまう現象である。クロス 卜一クは、例えば、表示装置 1 0 における

各層間での多重反射や視差バ リア3 4 の遮光層 3 0 からの光漏れ等によって

生 じる。

[0047] 補正部 5 2 は、式 （1 ' ) により、本来観察者が見るべき画像を表示する

画素の階調データを補正する。

o L n = I L n + ( C + ) X ( I M - L n - Rn _ 1 ) ( に + 1 )

( )

[0048] ここで、 I o L nは、補正後の画素 L nの階調データである。 I L nは、画素 L

n の階調データである。C は、クロス 卜一クレベルである。 I Mは、画素 L n



の階調データの最大値である。 I ' R nは、 クロス トークの要因になる画素の

階調データ （要因階調データ）である。例えば、 2 5 6 階調の場合、 I o L n

、 I L n、 ' 及び 〇の範囲は、それぞれ、 0 ~ 2 5 5 にな り、 I 2 5 5

になる。

[0049] 要因階調データは、例えば、合成画像 に含 まれる複数の画像のうち、本来

観察者が見るべ き画像以外の画像 を表示する画素 （クロス トークの要因にな

る画素）の階調データに基づいて生成 される。要因階調データは、演算部 5

3 が生成する。 クロス トークの要因になる画素は、例えば、視差バ リアが有

する遮光層 と透光ス リツ 卜との位置関係等によって異なる。本実施形態では

、遮光層 3 0 と、透光ス リッ ト3 2 とが、表示装置 1 0 の表示画面 （表示領

域 1 3 ) の左右方向に交互に形成 された視差バ リア 3 4 が採用されているの

で、 クロス トークの要因になる画素は、本来観察者が見るべ き画像 を表示す

る画素に対 して、表示装置 1 0 の表示画面 （表示領域 1 3 ) の左右方向で両

隣に位置する画素である。換言すれば、本実施形態では、 クロス トークの要

因になる画素は、マ トリクス状 に形成 された複数の画素のうち、本来観察者

が見るべ き画像 を表示する画素に対 して、行方向で両隣に位置する画素であ

る。

[0050] 例 えば、図 4 に示す画素 L n においては、画素 L nの両隣に位置する画素 R n

と画素 R nがクロス トークの要因になる。画素 L nのクロス 卜一クを補正す

る際に用いる要因階調データ I ' R nは、例えば、式 （2 ) によって求め られ

る。

' R n = ( R n - 1 + R n ) 2 ( 2 )

[0051 ] ここで、 I は、画素 の階調データである。 l R nは、画素 R nの階

調データである。例えば、 2 5 6 階調の場合、 I と I R nの範囲は、それ

ぞれ、 0 ~ 2 5 5 になる。

[0052] 各画素が複数のサブ画素 （例えば、赤色画素、緑色画素及び青色画素等）

を有する場合、要因階調データ及び補正後の階調データは、サブ画素毎 に生

成 される。



[0053] 格納部 5 4 は、複数のクロス 卜一クレベルを格納する。クロス 卜一クレべ

ルは、観察者が本来見るべき画像を表示する画素の階調データ （補正の対象

となる階調データ）と、要因階調データとの組み合わせ （階調データの組み

合わせ）ごとに設定されている。図 5 は、階調データの組み合わせとクロス

卜一クレベルとの関係の一例を示すテ一プルである。格納部 5 4 は、図 5 に

示すようなテ一プルを格納する。

[0054] 補正部 5 2 は、観察者が本来見るべき画像を表示する画素の階調データと

、要因階調データとの組み合わせ （階調データの組み合わせ）に対応するク

ロス ト一クレベルを格納部 5 4 から読み出す。補正部 5 2 は、格納部 5 4 か

ら読み出したクロス 卜一クレベルを用いて、階調データを補正する。これに

より、最適なクロス 卜一ク補正ができる。その結果、表示品位の更なる向上

を図ることができる。

[0055] 上記の式 （1 ) 、 （2 ) は、左眼用画像を表示する画素 L の階調データ

を補正する場合に用いられる。右眼用画像を表示する画素 Rの階調デ一タを

補正する場合の式は、上記の式 （1 ) 、 （2 ) において、 R とL を変更す

るだけで良い。右眼用画像を表示する画素 Rの階調デ一タを補正する場合に

ついては、詳細な説明を省略する。

[0056] 上記 （1 ) 式が示す内容を明らかにするために、式 （1 ) が如何にし

て導出されるかを説明する。

[0057] 先ず、クロス 卜一ク率をF とすると、左眼に入ってくる画素の階調データ

は、下式 （3 ) で表される。

L + ( F X I R) ( 3 )

[0058] ここで、 I しは、左眼に入ってくる画素の階調データのうち、左眼用画像を

表示する画素 L の階調データ I Lに起因する部分を示す。 F X I Rは、左眼に

入ってくる画素の階調データのうち、クロス トークに起因する部分を示す。

即ち、 F X I Rは、右眼用画像を表示する画素 Rの階調データ I Rにクロス 卜

—ク率 F を乗算 したものである。 F の範囲は、 0 ~ 1 である。

[0059] F は、例えば、視差バ リア3 4 において隣り合う2 つの遮光層 3 0 ， 3 0



の間隔、遮光層 3 0 の形状、遮光層 3 0 の材料、遮光層 3 0 の形成位置、遮

光層 3 0 の幅、遮光層 3 0 の厚 さ、遮光層 3 0 と画素 R， L との位置関係等

に起因 し、表示装置 1 0 毎 に異なる。 F は、表示装置 1 0 毎 に測定 して求め

ることができる。 F の測定方法 と しては、例えば、左眼用画像 を表示する画

素の階調値が 0 であ り、且つ、右眼用画像 を表示する画素の階調値が 2 5 5

である場合の階調データの組み合わせについて測定するのであれば、左眼用

画像 を表示する画素を黒表示 し、且つ、右眼用画像 を表示する画素を白表示

した場合に左眼に入 って くる画素の輝度 を測定すると共に、左眼用画像 を表

示する画素 と右眼用画像 を表示する画素の両方を黒表示 した場合に左眼に入

つて くる画素の輝度 を測定 し、 これ らの輝度の差か ら計算する方法等を採用

することができる。 F は、表示領域 1 3 の中央で測定 したものであってもよ

い し、表示領域 1 3 の複数箇所で測定 したものであってもよい。

[0060] F は、 C / に と表すこともできる。 F をC / に と して表せば、式 （3 )

は以下のようになる。

I L + ( C / に ） X I R ( 3 ' )

[0061 ] 式 （3 ' ) で表 される、左眼に入 って くる画素の階調データを補正するに

は、下式 （4 ) のように補正する必要がある。 これは、事前 にクロス 卜一ク

の影響分を減算 してお くことにより、 クロス トークの影響 を受けた後の階調

データが、本来表示 したい階調デ一夕になるように補正するものである。

I L - ( C / に ） X I R+ ( C / M) R = L - - ( 4 )

[0062] 従 って、補正後の階調データは、下式 （5 ) のように表すことができる。

L - ( C / に ） X し ( 5 )

[0063] ここで、補正後の階調データが負になるのを防 ぐために、階調 を予め C だ

け浮かす必要がある。換言すれば、階調データの範囲をC ~ I Mに変更する必

要がある。例えば、 2 5 6 階調の場合、階調デ一タの範囲をC ~ 2 5 5 に変

更する必要がある。 I L をC だけ浮かせたものを I b とすると、 I b は下式 （

6 ) のように表すことができる。

b = I L x ( ( I M - ) / に ） + C ( 6 )



[0064] 従 って、補正後の階調データ I o は、 （5 ) 式の し に、 （6 ) 式の I b を

代入 して計算すると、下式 （7 ) のようになる。

o = I b - ( C / に ） X I R

= ( I M I |_ — しズ l |_ I R) ( / ノ

[0065] ここで、ハー ドウェアで計算する際に、回路が複雑になるのを回避するた

め、式 （7 ) を近似すると、式 （7 ) は以下のようになる。

o + = ( ( に + 1 ) X ( I L + ) - ( C + 1 ) X ( I L + ) - ( C +

) X ( R+ ) ) / ( M+ ) + ( C + ) ( 7 )

[0066] 式 （7 ) の近似は、 I o I M I L I R及び C に 1 加算することで行われ

る。

[0067] 式 （7 ) を計算すると、以下のようになる。

I o + = I L + + ( C + 1 ) X ( I M- L - R- ) / ( M+ )

• ( 8 )

[0068] 式 （8 ) か ら I o を求める式は、以下のようになる。

I o = I L + ( C + ) X ( I M- L - R- ) / ( M+ ) ( 9 )

[0069] ここで、 2 5 6 階調の場合、 I M+ 1 は 2 5 6 になるので、式 （9 ) は以下

のように表すことができる。

I o = I L + ( C + ) X ( I M- I L - I R - ) » 8 - - ( 1 0 )

[0070] 式 （1 0 ) において、> > 8 は、下位 8 ビッ トシフ ト （2 5 6 での除算）

を意味する。

[0071 ] 補正部 5 2 が補正 した階調データは、式 （9 ) 又は式 （1 0 ) で表 される

。要因階調データは、式 （9 ) 又は式 （1 0 ) の第 2 項 に含まれる I Rである

[0072] 上記の式 （3 ) ~ ( 1 0 ) は、左眼用画像を表示する画素 L の階調データ

を補正する場合についてのものである。右眼用画像を表示する画素 R の階調

データを補正する場合の式は、上記の式 （3 ) ~ ( 1 0 ) において、 R と L

を変更するだけで良い。右眼用画像を表示する画素 R の階調デ一タを補正す

る場合については、詳細な説明を省略する。



[0073] [ 実施形態の応用例 1 ]

図 6 に示すように、表示制御部 4 4 は、判断部 5 6 と、生成部 5 8 とを備

えていてもよい。

[0074] 判断部 5 6 は、観察者が本来見るべき画像を表示する画素の階調データ （

補正の対象となる階調データ）と、要因階調データとの組み合わせ （階調デ

—夕の組み合わせ）に対応するクロス 卜一クレベルが格納部 5 4 に格納され

ているかを判断する。

[0075] 階調データの組み合わせに対応するクロス トークレベルが格納部 5 4 に格

納されている場合、判断部 5 6 は、格納部 5 4 に格納されているクロス 卜一

クレベルを読み出す。判断部 5 6 は、格納部 5 4 から読み出したクロス 卜一

クレベルを補正部 5 2 に提供する。補正部 5 2 は、判断部 5 6 から提供され

たクロス 卜一クを用いて、階調データを補正する。

[0076] 階調データの組み合わせに対応するクロス トークレベルが格納部 5 4 に格

納されていない場合、判断部 5 6 は、判断 した階調データの組み合わせを生

成部 5 8 に送信する。生成部 5 8 は、格納部 5 4 に格納されているクロス 卜

—クレベルを参照 して、クロス 卜一クレベルを生成する。

[0077] 生成部 5 8 は、図 7 に示すように、選択部 6 0 と、設定部 6 2 とを備える

[0078] 選択部 6 0 は、例えば、判断部 5 6 が判断 した階調データの組み合わせに

最も近い階調データの組み合わせを、格納部 5 4 が格納する階調データの組

み合わせから選択する。

[0079] 設定部 6 2 は、選択部 6 0 が選択 した階調データの組み合わせに対応する

クロス 卜一クレベルを格納部 5 4 から読み出す。設定部 6 2 は、格納部 5 4

から読み出したクロス 卜一クレベルを、判断部 5 6 が判断 した階調データの

組み合わせに対応するクロス 卜一クレベルに設定する。

[0080] 生成部 5 8 は、設定部 6 2 が設定 したクロス 卜一クレベルを、補正部 5 2

に提供する。補正部 5 2 は、生成部 5 8 から提供されたクロス 卜一クレベル

を用いて、階調データを補正する。



[0081 ] ここで、判断部 5 6 が判断 した階調データの組み合わせに最も近い階調デ

—夕の組み合わせとは、例えば、判断部 5 6 が判断 した補正の対象 となる階

調データと、格納部 5 4 が格納する補正の対象 となる階調データとの差分 （

補正の対象 となる階調データの差分）が最小であって、且つ、判断部 5 6 が

判断 した要因階調データと、格納部 5 4 が格納する要因階調データとの差分

(要因階調データの差分）が最小である階調データの組み合わせをいう。差

分が最小であるとは、差分が零である場合を含む。

[0082] 生成部 5 8 がクロス 卜一クレベルを生成する方法は、上述の方法に限定さ

れない。

[0083] 例 えば、選択部 6 0 は、判断部 5 6 が判断 した階調データの組み合わせに

近い階調データの組み合わせを、格納部 5 4 が格納する階調データの組み合

わせか ら複数選択する。

[0084] 設定部 6 2 は、 これ らの階調データの組み合わせに対応するクロス トーク

レベルを格納部 5 4 か ら読み出す。設定部 6 2 は、格納部 5 4 か ら読み出 し

たクロス トークレベルを用いて算出 した値を、判断部 5 6 が判断 した階調デ

—夕の組み合わせに対応するクロス 卜一クレベルに設定する。例えば、設定

部 6 2 は、格納部 5 4 か ら読み出 したクロス 卜一クレベルの平均値を、判断

部 5 6 が判断 した階調データの組み合わせに対応するクロス トークレベルに

設定する。

[0085] 生成部 5 8 は、設定部 6 2 が設定 したクロス 卜一クレベルを、補正部 5 2

に提供する。補正部 5 2 は、生成部 5 8 か ら提供されたクロス 卜一クレベル

を用いて、階調データを補正する。

[0086] ここで、判断部 5 6 が判断 した階調データの組み合わせに近い階調データ

の組み合わせとは、例えば、補正の対象 となる階調データの差分 と要因階調

データの差分 とがそれぞれ最小である場合の階調データの組み合わせと、補

正の対象 となる階調データの差分 と要因階調データの差分 とがそれぞれ 2 番

目に小さい場合の階調データの組み合わせである。差分が最小であるとは、

差分が零である場合を含む。



[0087] 本応用例では、全ての階調データの組み合わせに対応するクロス 卜一クレ

ベルを、格納部 5 4 が格納 しな くてもよい。その結果、格納部 5 4 が格納す

るクロス 卜一クレベルの数を少な くすることができる。

[0088] 図 6 に示す例では、表示制御部 4 4 が演算部 5 3 を備えていない。図 6 に

示す例では、補正部 5 2 が要因階調データを生成する。

[0089] [ 実施形態の応用例 2 ]

本応用例では、図 8 に示すように、表示領域 1 3 が 3 つの領域 1 3 a ,

3 b ， 3 c に分割されている。図 5 に示すようなテ一プルが、各領域 1 3

a , 3 b , 3 c に対応 して設けられている。格納部 5 4 は、各領域 1 3

a , 3 b , 1 3 c に対応 して設けられたテ一プルを格納する。

[0090] 本応用例では、図 9 に示すように、表示制御部 4 4 は、確認部 6 4 をさら

に備える。確認部 6 4 は、合成画像に含まれる複数の画像のうち、観察者が

本来見るべ き画像を表示する画素が 3 つの領域 1 3 a ， 3 b , 1 3 c の何

れに存在するかを確認する。確認部 6 4 は、例えば、表示領域 1 3 内の画素

の位置を示すァ ドレスデータに基づいて、観察者が本来見るべ き画像を表示

する画素が何れの領域 1 3 a ， 3 b , 1 3 c に存在するかを確認する。確

認部 6 4 は、観察者が本来見るべ き画像を表示する画素が存在する領域を確

認 した ら、その領域に対応するテ一プルを用いて、 クロス 卜一クレベルを選

択する。確認部 6 4 は、選択 したクロス 卜一クレベルを格納部 5 4 か ら読み

出す。確認部 6 4 は、格納部 5 4 か ら読み出 したクロス 卜一クレベルを補正

部 5 2 に提供する。補正部 5 は、確認部 6 4 か ら提供されたクロス 卜一ク

レベルを用いて、階調データを補正する。

[0091 ] 図 9 に示す例では、表示制御部 4 4 が演算部 5 3 を備えていない。図 9 に

示す例では、補正部 5 2 が要因階調データを生成する。

[0092] [ 実施形態の応用例 3 ]

本応用例では、図 5 に示すようなテ一プルが 2 つ設けられている。一方の

テーブルは、観察者が本来左眼で見るべ き画像 （観察者が本来第 1 方向か ら

見るべ き画像）を表示する画素の階調データと、その要因階調データとの組



み合わせに対応するクロス 卜一クレベルを格納する。一方のテ一プルを用い

て選択されたクロス 卜一クレベル （第 1 クロス 卜一クレベル）は、観察者が

本来左眼で見るべき画像 （左眼用画像）を表示する画素の階調データを補正

するときに用いられる。他方のテ一プルは、観察者が本来右眼で見るべき画

像 （観察者が本来第 2 方向から見るべき画像）を表示する画素の階調データ

と、その要因階調データとの組み合わせに対応するクロス トークレベルを格

納する。他方のテ一プルを用いて選択されたクロス 卜一クレベル （第 2 クロ

ス ト一クレベル）は、観察者が本来右眼で見るべき画像 （右眼用画像）を表

示する画素の階調データを補正するときに用いられる。

[0093] [ 実施形態の応用例 4 ]

本応用例では、図 8 に示すように、表示領域 1 3 が 3 つの領域 1 3 a ,

3 b ， 1 3 c に分割されている。図 5 に示すようなテ一プルが、領域 1 3 a

， 3 b , 1 3 c ごとに設けられている。領域 1 3 a ， 3 b , 1 3 c ごと

に設けられたテ一プルは、それぞれ、 2 つある。一方のテ一プルは、観察者

が本来左眼で見るべき画像 （観察者が本来第 1方向から見るべき画像）を表

示する画素の階調データと、その要因階調データとの組み合わせに対応する

クロス 卜一クレベルを格納する。一方のテ一プルを用いて選択されたクロス

卜一クレベル （第 1 クロス 卜一クレベル）は、観察者が本来左眼で見るべき

画像 （左眼用画像）を表示する画素の階調データを補正するときに用いられ

る。他方のテーブルは、観察者が本来右眼で見るべき画像 （観察者が本来第

2 方向から見るべき画像）を表示する画素の階調データと、その要因階調デ

—夕との組み合わせに対応するクロス 卜一クレベルを格納する。他方のテ一

プルを用いて選択されたクロス 卜一クレベル （第 2 クロス 卜一クレベル）は

、観察者が本来右眼で見るべき画像 （右眼用画像）を表示する画素の階調デ

—タを補正するときに用いられる。

[0094] [ 実施形態の応用例 5 ]

本応用例では、図 1 0 に示すように、表示制御部 4 4 が変更部 7 を備え

る。変更部 7 1 は、階調データが、階調値ではなく、例えば、電圧値や輝度



値である場合に、 2 5 6 階調 （8 ビット）を表すために、これら電圧値や輝

度値を所定ビッ卜 （例えば、 1 0 ビットや 1 6 ビット）のデータとして取り

扱えるようにするものである。補正部 5 2 は、変更部 7 1 によって変更され

たデータを用いて、階調データを補正する。図 1 1 に示す例では、表示制御

部 4 4 が演算部 5 3 を備えていない。図 1 1 に示す例では、補正部 5 2 が要

因階調データを生成する。

[0095] [ 実施形態の応用例 6 ]

本応用例では、図 1 1 に示すように、バ リア部 1 4 の代わりに、分離部と

してのレンチキユラ一レンズ 7 2 が配置されている。 レンチキユラ一レンズ

7 は、複数のシリン ドリカル レンズ 7 4 を有する。複数のシリン ドリカル

レンズ 7 4 は、画素 Rの列と画素 L の列とが交互に並ぶ方向に配列されてい

る。 レンチキユラ一レンズ 7 2 は、偏光板 3 8 b に貼 り付けられる。このと

き、各シリン ドリカル レンズ 7 4 は、画素 R， L の列に対応する位置にある

。なお、本応用例では、偏光板 3 8 b は対向基板 2 0 に貼 り付けられている

[0096] [ 実施形態の応用例 7 ]

本応用例では、図 1 2 に示すように、ノくリア部 1 4 の代わりに、液晶パネ

ル 7 6 を備える。液晶パネル 7 6 は、一対の基板 7 8 ， 7 8 と、これらの間

に封入された液晶層 8 0 とを備える。一対の基板 7 8 ， 7 8 間に電圧を印加

する。これにより、液晶層 8 0 の屈折率が部分的に変化する。その結果、液

晶層 8 0 に疑似的なレンズ （液晶レンズ）が複数形成される。複数のレンズ

は、画素 Rの列と画素 L の列とが交互に並ぶ方向に形成される。各 レンズは

、画素 R， L の列に対応する位置に形成される。液晶層に形成される疑似的

なレンズが分離部として機能する。

[0097] [ 実施形態の応用例 8 ]

本応用例では、図 1 3 に示すように、バ リア部 1 4 の代わりに、分離部と

しての部分位相差板 8 2 が配置されている。即ち、本応用例は、偏光メガネ

方式の立体表示装置に関するものである。



[0098] 部分位相差板 8 2 は、位相差部 8 4 と、非位相差部 8 6 とをそれぞれ複数

有する。位相差部 8 4 と非位相差部 8 6 は交互に並んでいる。位相差部 8 4

は、 1 / 2 波長板であり、入射光 （直線偏光）の偏光方向を 9 0 度回転させ

る。

[0099] 本応用例では、左眼用画像を表示する画素 L が位相差部 8 4 を通 して観察

者に見え、右眼用画像を表示する画素 Rが非位相差部 7 4 を通 して観察者に

見える。観察者は、偏光メガネ 8 8 を用いることにより、左眼用画像を左眼

だけで見ることができ、右眼用画像を右眼だけで見ることができる。

[01 00] 以上、本発明の実施形態について、詳述 してきたが、これらはあくまでも

例示であって、本発明は、上述の実施形態によって、何等、限定されない。

[01 0 1 ] 例えば、バリア部 1 4 の代わりに、スィッチ液晶パネルを採用しても良い

。スィッチ液晶パネルは、一対の基板と、一対の基板間に封入された液晶層

とを備える。一対の基板間に電圧を印加することにより、光を透過させる部

分 （透光スリット）と、光を遮断する部分 （遮光層）とを有する視差バリア

(分離部）が実現される。スィッチ液晶パネルを採用すれば、視差バリアを

実現 しない場合に、平面画像を観察者に見せることができる。また、スイツ

チ液晶パネルを採用すると、例えば、表示装置を縦 （横）向きから横 （縦）

向きに変化させた場合であっても、換言すれば、表示装置が縦向きと横向き

の何れであっても、 3 Dディスプレイや、マルチビューディスプレイを実現

することができる。

[01 02] 表示パネルは、例えば、プラズマディスプレイパネル、有機 E L ( ELect r o

Lum i nescence) パネル、無機 E L パネル等であっても良い。

[01 03] クロス トークの要因になる画素として、例えば、本来観察者が見るべき画

像を表示する画素に対 して、斜め方向で隣に位置する画素を追加 しても良い

[01 04] 要因階調データは、本来観察者が見るべき画像を表示する画素の両隣に位

置する画素の階調データの平均である必要はない。例えば、本来観察者が見

るべき画像を表示する画素の両隣に位置する画素のそれぞれの階調データに



、 クロス トークの寄与率 を乗算 し、 これ らを加算 してもよい。

本発明は、共通の表示画面 を用いて複数の方向に異なる画像 を表示する表

示装置 に対 しても、勿論、適用可能である。



請求の範囲

[ 請求項 1] 互 いに異なる複数の画像 をそれぞれ分割 し、 これ らの分割画像 を所

定の順番 に並べ ることで形成 された合成画像 を表示する表示部 と、

前記合成画像 に含 まれる前記複数の画像 を分離する分離部 とを備 え

目お己表示部 は、

前記合成画像 に含 まれる前記複数の画像の うち、観察者が本来見る

べ き画像 を表示する画素の階調データと、 クロス トークの要因になる

画素の階調データとを含む階調データの組み合わせ ごとに設定された

クロス 卜一ク レベル を格納する格納部 と、

前記格納部 に格納 されている前記 クロス 卜一ク レベル を用いて、観

察者が本来見るべ き画像 を表示する画素の階調データを補正する補正

部 とを備 える、表示装置。

[ 請求項 2 ] 前記表示部 は、 クロス トークの要因になる画素の階調データを、観

察者が本来見るべ き画像 を表示する画素 に隣接する画素の階調データ

に基づいて演算する演算部 を備 える、請求項 1 に記載の表示装置。

[ 請求項 3 ] 前記補正部が、式 （1 ) によ り、観察者が本来見るべ き画像 を表示

する画素の階調データを補正する、請求項 1 又 は 2 に記載の表示装置

I o = x + ( C + ) X ( I M - I X - I Y - ) / ( I M + )

• ( 1 )

X ：観察者が本来見るべ き画像 を表示する画素の階調データ

I γ ：クロス トークの要因になる画素の階調データ

M ：観察者が本来見るべ き画像 を表示する画素の階調データの最大

値

C ：クロス 卜一ク レベル

I 0 ：補正後の画素の階調データ

[ 請求項4] 前記表示部 は、



前記階調データの組み合わせに対応する前記 クロス トーク レベルが

前記格納部 に格納 されているかを判断する判断部 と、

前記階調データの組み合わせに対応する前記 クロス トーク レベルが

前記格納部 に格納 されていないと前記判断部が判断 した場合 に、前記

格納部 に格納 されている前記階調データの組み合わせに対応する前記

クロス 卜一ク レベル を参照 して、前記 クロス 卜一ク レベル を生成する

生成部 とを含む、請求項 1 ~ 3 の何れか 1 項 に記載の表示装置。

[ 請求項 5] 前記生成部 は、

前記格納部 に格納 されている前記階調データの組み合わせの うち、

前記判断部が判断 した前記階調データの組み合わせに最 も近い前記階

調データの組み合わせを選択する選択部 と、

前記選択部が選択 した前記階調データの組み合わせに対応する前記

クロス トーク レベル を、前記判断部が判断 した前記階調データの組み

合わせに対応する前記 クロス 卜一ク レベル に設定する設定部 とを備 え

る、請求項 4 に記載の表示装置。

[ 請求項 6] 前記生成部 は、

前記格納部 に格納 されている前記階調データの組み合わせの うち、

前記判断部が判断 した前記階調データの組み合わせに近い前記階調デ

一夕の組み合わせを複数選択する選択部 と、

前記選択部が選択 した前記階調データの組み合わせに対応する前記

クロス 卜一ク レベル を用いて算出 した値 を、前記判断部が判断 した前

記階調データの組み合わせに対応する前記 クロス トーク レベル に設定

する設定部 とを備 える、請求項 4 に記載の表示装置。

[ 請求項7] 前記表示部 は、

前記合成画像 を表示する表示パネル と、

観察者が本来見るべ き画像 を表示する画素が、前記表示パネル に形

成 された複数の領域の何れに存在するかを確認する確認部 とをさ らに

備 え、



前記複数の領域のそれぞれに対応 して、前記階調データの組み合わ

せに対応する前記 クロス トーク レベル を有するテ一プルが設 け られて

お り、

前記格納部 は、複数の前記テーブル を格納 し、

前記補正部 は、前記複数の領域の うち、観察者が本来見るべ き画像

を表示する画素が存在すると前記確認部が確認 した領域 に対応する前

記テ一プルか ら選択 した前記 クロス 卜一ク レベル を用いて、観察者が

本来見るべ き画像 を表示する画素の階調データを補正する、請求項 1

~ 6 の何れか 1 項 に記載の表示装置。

前記 クロス 卜一ク レベル には、

観察者が本来第 1 方向か ら見るべ き画像 を表示する画素の階調デー

タを補正するときに用い られる第 1 クロス 卜一ク レベル と、

観察者が本来第 2 方向か ら見るべ き画像 を表示する画素の階調デー

タを補正するときに用い られる第 2 クロス 卜一ク レベル とがある、請

求項 1 ~ 7 の何れか 1 項 に記載の表示装置。

前記表示部 は、前記階調データを所定 ビッ 卜のデータに変換する変

換部 をさ らに備 え、

前記変換部が変換 したデータを用いて、前記補正部が前記階調デー

タを補正する、請求項 1 ~ 8 の何れか 1 項 に記載の表示装置。

前記分離部が、前記合成画像 に含 まれる前記複数の画像 を互いに異

なる方向か ら見 られるように分離する視差バ リアである、請求項 1 ~

9 の何れか 1 項 に記載の表示装置。

前記分離部が、前記合成画像 に含 まれる前記複数の画像 を互いに異

なる方向か ら見 られるように分離する レンチキユラ一 レンズである、

請求項 1 〜 9 の何れか 1 項 に記載の表示装置。

前記分離部が、前記合成画像 に含 まれる前記複数の画像 を互いに異

なる方向か ら見 られるように分離する液晶 レンズである、請求項 1 ~

9 の何れか 1 項 に記載の表示装置。



[ 請求項 13 ] 前記分離部が、前記合成画像 に含 まれる前記複数の画像 を互いに異

なる方向か ら見 られるように分離する部分位相差板である、請求項 1

~ 9 の何れか 1 項 に記載の表示装置。
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